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なかの すいた の も 忘れて、 これ を 吹いて いたの さ 

:: ご 

「ま ァ、 そうでし たの、 とてもき れいな 音色で びつ く 

りしました。 何だか、 昔の たのしい ころの ことが うか 

んで 来て、 とても 気持が よくな りました わご 

笛の 音色が あまりき れいな ので、 おなかの すいた 二 

羽の 鶴 はい ままで 食べる ことば かり 考えて、 いつもく 

よくよ していた ことが 馬鹿々 々 しくな りました。 

自分た ち を 置いて 勝手に 飛んで いってし まった たく 

さんの 鶴た ち を 恨んで、 ふたり は 毎日ぐ ちば かりい つ 

ていました けれど、 笛 を ひろって から は、 笛の 音色が 



「生れた 村が いちばんい いご と 歌いました。 上の 兄 さ 

んは、 「きもちの いい 夜 だね。 何 を 考えても たのしい 

ね ご と 歌いました。 

子供 鶴のお 母さん は のんびり として、 

「ほんと に、 わたしたち はし あわせに なった のね。 お 

前た ちがが つがつ しなくな つ ただけ でも かえ つ て 来て 

よかった。 乙さん も 甲さん もみん なかえって 来て くれ 

ると にぎやか にな つてい いのに ね ご 

と 申しました。 

鶴のお 父さん は、 一 ぶく たばこ を 吸いながら、 足の 

悪い 鶴の 笛の 音に ききとれて 〔# 「ききとれて」 は ママ〕 
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